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谷角素彦，2019．和歌山県で確認したサンカククチバに

関する知見．月刊むし（575）：46．

（桂：〒550－0002大阪市西区江戸堀1－10－25）

（長田：〒546－0034大阪市東住吉区長居公園1－23，大

阪市立自然史博物館）

長野県木曽福島町地蔵峠の

マヤサンコブヤハズカミキリの記録

伏原　隆明

長野県木曽福島町地蔵

峠でマヤサンコブヤハズ

カミキリMa51eChthistatus

fLrC確rus（Bates）を採集

したので報告する。長野

県での南限の記録になる

と思われる。同地では

1991年にも本種を採集

しているが2019年に採

集を試みた結果，再度採

集できたので報告してお

きたい。

2♂1♀，長野県木曽

マヤサンコブヤハズカミキリ　郡木曽福島町地蔵峠，29．

♀（地蔵峠産）
IX．1991；1♀（写真），

同地，10．X．2019，いずれも筆者採集

採集地点は国道361号線の旧道の地蔵峠より尾根道

を南へ1kmほど入った場所で1991年当時は伐採後の

二次林が成長して潅木なども多くコブヤハズカミキリ

の成虫の採集には好適な環境であった。28年後の2019

年では木が生長して森が深くをり，藩木類が減って叩

くところが少なく苦戦することとなった。

末筆ながら，採集に同行された木曽福島在住の松井

幸一氏には感謝申し上げたい。

○参考文献

島田久隆・山屋茂人，2002．コブヤハズカミキリ属の研

究（II）．月刊むし（376）：45jl．

（〒470－0162愛知郡東郷町春木北切山5731－1）

京都府におけるスコットカメムシの採集例

宇野　宏樹

スコットカメムシMenidddi阜iectaは，国内では北海

スコットカメムシ（京都府産）

道，本州に分布するカメ

ムシの一種である（石Ii上

高井・安永，2012）。本

種は京都府自然環境目録

2015に掲載されておら

ず，同府内での公式の記

録はないか，あっても少

ないと思われる。筆者は，

京都府内で本種を採集し

ているので報告する。

4exs．（写真），京都府

南丹市美山町佐々里峠，16．XI．2019，筆者採集・保管

すべて樹種不明のスイービングにより得たものであ

る。

○参考文献

石川　忠・高井幹夫・安永智秀（編），2012．日本原色カ

メムシ図鑑第3巻．全国農村教育協会．

京都府，京都府自然環境目録2015．http：／／www．pref

kyotojp化ankyo／mokuroku価0／insect．html（2020年3月

閲覧）

（〒606－8227京都市左京区田中里ノ前町38番地，フェ

ニックス1－205号室）

対馬からオオトゲバゴマフガムシの記録

境　　良朗

ゴマフガムシ属Berosusは日本からは8種が知られ

るが　これまで対馬からは記録がない（新田・吉富，

2012；中島ほか，2020）。オオトゲバゴマフガムシ

Berosusincretusd’orchymont，1937は日本では本州・

四国・九州・南西諸島から記録があるが産地は非常に

局地的で，特に九州本土域では鹿児島県から知られて

いるに過ぎない（新田・吉富，2012など）。今回，対

馬で本種を初めて確認することができたので報告する。

採集者は　すべて筆者であるため省略した。

多数，長崎県対馬市豊玉町佐保，11．V．2020；多数，

同地，24．V．2020；多数，同地，15．VI．2020；多数，

同地，11．IX．2020

生息地は海岸近くの恐らく廃田跡だと思われる湿地

で　数日降雨がなければ干上がるような不安定な環境

である（写真3）。

本属のうち麺端に嫌をもつ数種（トゲバゴマフガム

シ亜属）はいずれも酷似しており，同定にあたっては

後胸腰板の形態だけでなく，体長や各部の形質（前脚

57



写真1，対馬産オオトゲバゴマフガムシ♂（左：背面全形，右：

交尾器）

写真2．後胸腰板（上）と腹部膜面（下）（左：♂．下：♀）
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写真3．オオトゲバゴマフガムシの生息環境

背の点刻，麹端頼長，交尾器中央片など）を総合的に

見ていく必要がある。今回採集された対馬産の個体に

ついては，交尾器中央片は新田・吉富（2012）に図

示されたものとはほぼ一致していたが，体長は4．1－

5．1mm（n＝18），平均値4．47mmで新田・吉富（2012）

で示された他産地の測定値5．04mmより明らかに小型

の集団であった（写真1）。また，後胸腰板などについ
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ても若干の変異が認められたため（写真2），標本を中

島淳・渡部晃平の両氏に精査いただいたが，総合的に

見て本種と同定してよいとの結論を得た。本属は同所

的に複数種が見られることもあるようなので　今後も

注意深く調査を続けたい。

最後になるが，同定の労をとられると共に貴重なご

助言，ご指導をいただいた中島淳・渡部晃平の両氏に

お礼申し上げる。

○引用文献

中島　淳・林　成多・石田和男・北野　忠・吉富博之，

2020．ネイチャーガイド日本の水生昆虫：141，316．文

一総合出版，東京．

新田涼平・吉富博之，2012．日本産ゴマフガムシ属

Berosus（コウチュウ目，ガムシ科）の分類学的再検討．

きゃはねニューシリーズ（7）：18－31．

（〒817－0032対馬市厳原町久田451－2）

西日本Iこおけるクロヒサゴカスミカメの新記録

大貝秀雄・安永智秀

クロヒサゴカスミカメPherolel諒kirilschenkoi

（Kerzher，1970）はロシア沿海州産の標本に基づき記載

された冷温帯性の種で　銀白色毛を前麹革質部の全面

に散布し，全腿節が赤くなる特徴をもつ。日本国内で

は青森県で最初に採集され（安永ら，2001），その後，

愛知県の山地帯からも発見されている（矢崎，2009）。

筆者（大貝）は本種の1♀を兵庫県で採集し，西日本

における新記録と確認できたので，ここに報告する。

1♀（写真），兵庫県赤穂郡上郡町高田台，10．VII．

2012，大貝採集・安永同定および保管

本個体は夜間，大貝の自宅で蛍光灯照明した部屋の

窓に飛来した。当地は，辺縁の一部が雑木林となって

兵庫県産クロヒサゴカスミカメ♀（体長4．1mm）


